
(57)【要約】

【課題】振動板を大きく振動させることにより、高い音

圧の音を含む良好な音を出力しまたは入力する。

【解決手段】振動板３の裏側に振動板３の面に対して直

交する方向に磁化された永久磁石６を配設し、永久磁石

６の磁化された方向に対し直交する方向に電流が流れる

ように巻回されたコイル８を永久磁石６の周面に対向す

るように配設し、コイル８を振動板３の裏面に連接し、

振動板３を振動させる支点となる支点部材５をコイル８

の内側に振動板３の裏面に当接するように配設してなり

、コイル８におけるＮ極部９とＳ極部１０とに対し、永

久磁石６による磁場を逆方向に及ぼす。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
平 面 状 の 振 動 板 の 裏 側 に 前 記 振 動 板 の 面 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 磁 化 さ れ た 磁 石 を 配 設 し
、 前 記 磁 石 の 磁 化 さ れ た 方 向 に 対 し 直 交 す る 方 向 に 電 流 が 流 れ る よ う に 巻 回 さ れ た コ イ ル
を 前 記 磁 石 の 外 周 面 に 対 向 す る よ う に 配 設 し 、 前 記 コ イ ル を 前 記 振 動 板 の 裏 面 に 連 接 し 、
前 記 振 動 板 を 振 動 さ せ る 支 点 と な る 支 点 部 材 を 前 記 コ イ ル の 内 側 に 前 記 振 動 板 の 裏 面 に 当
接 す る よ う に 配 設 し て な り 、
前 記 コ イ ル に お け る Ｎ 極 部 と Ｓ 極 部 と に 対 し 、 前 記 磁 石 に よ る 磁 場 を 逆 方 向 に 及 ぼ す こ と
を 特 徴 と す る 電 気 音 響 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 振 動 板 の 裏 面 に 弾 性 部 材 を 配 設 し 、 前 記 振 動 板 を 前 記 弾 性 部 材 に よ っ て 支 持 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 音 響 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 支 点 部 材 に お け る 前 記 振 動 板 の 裏 面 と の 当 接 面 を 、 球 面 ま た は 円 周 面 に よ っ て 構 成 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 音 響 変 換 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 電 気 音 響 変 換 装 置 に 係 り 、 特 に 平 面 状 の 振 動 板 を 利 用 し た 薄 型 の 電 気 音 響 変 換 装
置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 ノ ー ト 型 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ や 薄 型 の テ レ ビ 、 若 し く は デ ジ タ ル ビ デ オ
カ メ ラ 等 種 々 の 電 子 機 器 に 用 い ら れ る ス ピ ー カ ま た は マ イ ク ロ ホ ン 等 と し て 薄 型 の 電 気 音
響 変 換 装 置 が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ６ は 、 従 来 の 電 気 音 響 変 換 装 置 の 一 例 を 示 す も の で あ り 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 こ の 電 気
音 響 変 換 装 置 は 、 ア ク リ ル 等 の 材 料 に よ り 構 成 さ れ た 平 面 状 の 振 動 板 ２ ３ を 有 し 、 こ の 振
動 板 ２ ３ の 裏 側 に は 、 永 久 磁 石 ２ ６ が 前 記 振 動 板 ２ ３ の 面 に 対 し て 平 行 す る 方 向 に 磁 化 さ
れ て い る 。 ま た 、 前 記 永 久 磁 石 ２ ６ の 近 傍 に は 、 前 記 永 久 磁 石 ２ ６ が 磁 化 さ れ た 方 向 と 平
行 な 方 向 に 電 流 が 流 れ る よ う に 巻 回 さ れ た コ イ ル ２ ８ が 前 記 永 久 磁 石 ２ ６ の 周 面 を 囲 む よ
う に 配 置 さ れ て お り 、 こ の コ イ ル ２ ８ は 前 記 振 動 板 ２ ３ の 裏 面 に 連 接 さ れ て い る 。 そ し て
、 こ の コ イ ル ２ ８ に は 、 前 記 永 久 磁 石 ２ ６ の 磁 場 が 及 ぶ よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ こ で 、 前 記 電 気 音 響 変 換 装 置 ２ １ が ス ピ ー カ の 場 合 は 、 前 記 コ イ ル ２ ８ に 音 信 号 を 電 気
信 号 と し て 交 流 電 流 を 流 す と 、 こ の 電 流 に 対 す る 前 記 永 久 磁 石 ２ ６ の 磁 場 に よ り フ レ ミ ン
グ の 左 手 の 法 則 に 従 っ て 電 磁 力 が 作 用 し 、 前 記 コ イ ル ２ ８ の 全 体 が 前 記 振 動 板 ２ ３ の 面 に
対 し て 直 交 す る 方 向 で あ っ て 同 一 の 方 向 に 振 動 す る 。 そ し て 、 前 記 ス ピ ー カ は 、 こ の コ イ
ル ２ ８ の 振 動 を 介 し て 前 記 振 動 板 ２ ３ を 振 動 さ せ る こ と に よ り 外 部 に 対 し て 音 を 出 力 す る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
一 方 、 前 記 電 気 音 響 装 置 が マ イ ク ロ ホ ン の 場 合 は 、 外 部 か ら の 音 に よ り 前 記 振 動 板 ２ ３ を
介 し て 前 記 コ イ ル ２ ８ を 振 動 さ せ る と 、 前 記 永 久 磁 石 ２ ６ の 磁 束 鎖 交 数 が 変 化 す る こ と に
よ っ て 前 記 コ イ ル ２ ８ に 対 し 誘 導 起 電 力 が 発 生 す る 。 そ し て 、 前 記 マ イ ク ロ ホ ン は 、 こ の
誘 導 起 電 力 に よ っ て 生 じ た 電 流 の 電 気 信 号 を 音 信 号 と し て 入 力 す る よ う に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 前 記 電 気 音 響 装 置 に よ れ ば 、 コ イ ル ２ ８ の 振 動 が 小 さ く 前 記 振 動 板 ２ ３ を 大 き く
振 動 さ せ る こ と が で き な か っ た 。 こ の た め 、 前 記 電 気 音 響 変 換 装 置 ２ １ は 、 高 い 音 圧 の 音
を 出 力 し あ る い は 入 力 す る こ と が 困 難 で あ る と い う 問 題 を 有 し て い た 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 近 年 前 記 電 気 音 響 変 換 装 置 ２ １ の 振 動 板 ２ ３ に 透 明 な も の を 用 い 、 例 え ば 液 晶 表 示
装 置 の 表 面 に こ の 振 動 板 ２ ３ を 配 置 す る こ と に よ り 、 こ の 振 動 板 ２ ３ を 前 記 液 晶 表 示 装 置
に お け る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 保 護 板 と し て 兼 用 す る 電 気 音 響 変 換 装 置 ２ １ が 考 え ら れ て い る
。 こ の よ う な 電 気 音 響 変 換 装 置 ２ １ に お い て は 、 前 記 各 コ イ ル ２ ８ お よ び 前 記 永 久 磁 石 ２
６ を 、 前 記 振 動 板 ２ ３ の 中 央 部 分 に 配 設 す る こ と が で き ず 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 の 視 認 に 邪
魔 に な ら な い 位 置 で あ る 前 記 振 動 板 ２ ３ の 周 辺 部 分 の み に し か 配 設 す る こ と が で き な い 。
こ の た め 、 前 記 振 動 板 ２ ３ の 中 央 部 分 に ま で 振 動 を 伝 達 し て 前 記 振 動 板 ２ ３ の 全 体 を 振 動
さ せ る こ と に よ り 高 音 圧 の 音 を 含 む 良 好 な 音 を 出 力 等 す る た め に は 、 前 記 振 動 板 ２ ３ の 周
辺 部 分 に お け る 振 動 を 前 記 振 動 板 ２ ３ の 中 央 部 分 に 効 率 よ く 伝 達 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は こ れ ら の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 振 動 板 を 大 き く 振 動 さ せ る こ と に よ り
、 高 い 音 圧 の 音 を 含 む 良 好 な 音 を 出 力 し ま た は 入 力 す る こ と が で き る 電 気 音 響 変 換 装 置 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 電 気 音 響 変 換 装 置 は 、 平 面 状 の 振 動 板 の 裏 側 に 前
記 振 動 板 の 面 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 磁 化 さ れ た 磁 石 を 配 設 し 、 前 記 磁 石 の 磁 化 さ れ た 方
向 に 対 し 直 交 す る 方 向 に 電 流 が 流 れ る よ う に 巻 回 さ れ た コ イ ル を 前 記 磁 石 の 外 周 面 に 対 向
す る よ う に 配 設 し 、 前 記 コ イ ル を 前 記 振 動 板 の 裏 面 に 連 接 し 、 前 記 振 動 板 を 振 動 さ せ る 支
点 と な る 支 点 部 材 を 前 記 コ イ ル の 内 側 に 前 記 振 動 板 の 裏 面 に 当 接 す る よ う に 配 設 し て な り
、 前 記 コ イ ル に お け る Ｎ 極 部 と Ｓ 極 部 と に 対 し 、 前 記 磁 石 に よ る 磁 場 を 逆 方 向 に 及 ぼ す こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ こ で 、 Ｎ 極 部 と は 前 記 コ イ ル に お け る 前 記 磁 石 の Ｎ 極 に 近 接 す る 部 分 を い い 、 Ｓ 極 部 と
は 前 記 コ イ ル に お け る 前 記 磁 石 の Ｓ 極 に 近 接 す る 部 分 を い う 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 本 発 明 に 係 る 電 気 音 響 変 換 装 置 に よ れ ば 、 コ イ ル に お け る Ｎ 極 部 と Ｓ 極 部 と に は 、 逆
方 向 の 磁 場 が 及 ぶ の で 、 前 記 Ｓ 極 部 と Ｎ 極 部 と を 逆 方 向 に 振 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の
た め 、 振 動 板 に お け る Ｎ 極 部 に 当 接 す る 部 分 と Ｓ 極 部 に 当 接 す る 部 分 と を 支 点 部 材 を 支 点
と し て 逆 方 向 に 振 動 さ せ る こ と が で き る の で 、 振 動 板 の 角 度 を そ の 中 央 部 分 に 向 け て よ り
大 き く す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 振 動 板 を そ の 中 央 部 分 に お い て 大 き く 振 動 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 他 の 電 気 音 響 変 換 装 置 は 、 前 記 振 動 板 の 裏 面 に 弾 性 部 材 を 配 設 し 、 前
記 振 動 板 を 前 記 弾 性 部 材 に よ っ て 支 持 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 本 発 明 に 係 る 他 の 電 気 音 響 変 換 装 置 に よ れ ば 、 振 動 板 が 支 持 さ れ る 部 分 に お い て そ の
振 動 が 規 制 さ れ ず に 、 弾 性 部 材 の 弾 力 性 に よ っ て 振 動 板 全 体 を 振 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 他 の 電 気 音 響 変 換 装 置 は 、 前 記 支 点 部 材 に お け る 前 記 振 動 板 の 裏 面
と の 当 接 面 を 、 球 面 ま た は 円 周 面 に よ っ て 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 本 発 明 に 係 る 他 の 電 気 音 響 変 換 装 置 に よ れ ば 、 振 動 板 に お け る 支 点 部 材 と の 当 接 面 を
損 傷 す る こ と な く 、 さ ら に 例 え ば 支 点 部 材 の 当 接 面 が 平 面 状 で あ る の と 比 較 し て 振 動 板 の
角 度 を そ の 中 央 部 分 に 向 け て よ り 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る 電 気 音 響 変 換 装 置 の 実 施 形 態 を 図 １ か ら 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 電 気 音 響 変 換 装 置 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 図 １ の Ａ － Ａ
線 に よ る 断 面 図 で あ る 。 こ こ で 、 図 １ は 、 こ の 電 気 音 響 変 換 装 置 を 表 面 か ら 振 動 板 ３ の 裏
面 に 配 設 さ れ る 磁 石 等 を 透 過 し て 視 認 し て い る 図 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 電 気 音 響 変 換 装 置 １ は 、 ア ク リ ル 等 の 材 料 に よ っ て 構 成
さ れ た 平 面 形 状 が 矩 形 状 の 振 動 板 ３ を 備 え て お り 、 こ の 振 動 板 ３ は 、 裏 側 が 視 認 可 能 な よ
う に 透 明 色 に よ っ て 可 撓 性 を 有 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 振 動 板 ３ の 裏 側 に お け る 各 角 部 分 に は 、 振 動 板 を 振 動 さ せ る 支 点 と な る 球 状 ま た は 円
柱 形 状 の 支 点 部 材 ５ を 介 し て 合 計 ４ つ の 平 面 形 状 が 四 角 形 状 に 構 成 さ れ た 永 久 磁 石 ６ が 配
設 さ れ て お り 、 こ の 支 点 部 材 ５ は 、 前 記 振 動 板 ３ の 裏 面 お よ び 前 記 各 永 久 磁 石 ６ の 頂 面 に
対 し そ の 円 周 面 ま た は 球 面 が 当 接 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 前 記 各 永 久 磁 石 ６ は 、 前 記 振 動 板 ３ の 面 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 磁 化 さ れ て お り 、
本 実 施 形 態 に お い て は 、 前 記 各 永 久 磁 石 ６ は 、 図 ２ に お い て 右 側 が Ｎ 極 、 左 側 が Ｓ 極 と な
る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に 、 前 記 各 永 久 磁 石 ６ の 近 傍 に は 、 前 記 永 久 磁 石 ６ の 磁 化 さ れ た 方 向 に 対 し 直 交 す る
方 向 に 電 流 が 流 れ る よ う に 巻 回 さ れ た 所 定 の 巻 き 数 を 有 す る コ イ ル ８ が 前 記 各 永 久 磁 石 ６
の 周 面 に 対 向 す る よ う に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ し て 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 こ れ ら 各 コ イ ル ８ に お け る 前 記 各 永 久 磁 石 ６ の Ｎ 極
に 近 接 す る 部 分 で あ る Ｎ 極 部 ９ に は 、 前 記 各 コ イ ル ８ に 流 れ る 電 流 の 方 向 に 対 し て 直 交 す
る 方 向 で あ っ て 前 記 各 永 久 磁 石 ６ の Ｎ 極 か ら 外 側 方 向 へ の 磁 場 が 及 ぶ よ う に な っ て い る 。
一 方 、 前 記 各 コ イ ル ８ に お け る 前 記 各 永 久 磁 石 ６ の Ｓ 極 に 近 接 す る 部 分 で あ る Ｓ 極 部 １ ０
に は 、 前 記 コ イ ル ８ に 流 れ る 電 流 の 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 で あ っ て 外 側 か ら 前 記 各 永
久 磁 石 ６ の Ｓ 極 方 向 へ の 磁 場 が 及 ぶ よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 各 コ イ ル ８ に お け る Ｎ
極 部 ９ と Ｓ 極 部 １ ０ と で は 、 電 流 の 方 向 に 対 し て 逆 方 向 の 磁 場 が 及 ぶ よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
さ ら に ま た 、 こ れ ら 各 コ イ ル ８ は 、 前 記 振 動 板 ３ の 裏 面 に 連 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 前 記 各 永 久 磁 石 ６ は 、 基 体 １ ２ の 表 面 に 配 設 さ れ て お り 、 こ の 基 体 １ ２ の 端 部 は 、
前 記 振 動 板 ３ の 方 向 に 折 曲 し て 延 設 さ れ て い る 。 さ ら に 、 前 記 基 体 １ ２ の 端 部 に は 、 例 え
ば ゴ ム 等 の 材 料 に よ っ て 構 成 さ れ た 弾 性 部 材 １ ３ が 配 設 さ れ て お り 、 こ れ ら 弾 性 部 材 １ ３
は 、 前 記 振 動 板 ３ の 裏 面 に お け る 周 縁 部 分 に 連 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 便 宜 上 、 以 下 の 説 明 に お い て は 、 電 気 音 響 変 換 装 置 １ を ス ピ ー カ と し て 用 い る 場 合
に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま ず 、 図 示 し な い 電 源 に よ っ て 前 記 コ イ ル ８ に 対 し て 音 声 信 号 を 電 気 信 号 と し て 所 定 の 周
波 数 の 交 流 電 流 を 入 力 す る 。 す る と 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 振 動 板 ３ の 図 １ に お け る
右 側 に 配 設 さ れ た コ イ ル ８ ａ に お け る Ｎ 極 部 ９ ａ に は 紙 面 奥 側 に 向 か う 電 流 が 流 れ 、 Ｓ 極
部 １ ０ ａ に は 紙 面 手 前 側 に 向 か う 電 流 が 流 れ る 。 一 方 、 前 記 振 動 板 ３ の 図 １ に お け る 左 側
に 配 設 さ れ た コ イ ル ８ ｂ に お け る Ｎ 極 部 ９ ｂ に は 紙 面 手 前 側 に 向 か う 電 流 が 流 れ 、 Ｓ 極 部
１ ０ ｂ に は 紙 面 奥 側 に 向 か う 電 流 が 流 れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の と き 、 前 記 右 側 に 配 設 さ れ た コ イ ル ８ ａ に お け る Ｎ 極 部 ９ ａ を 流 れ る 電 流 に は 、 前 記
永 久 磁 石 ６ か ら 外 部 の 方 向 （ 図 ３ に お い て 右 方 向 ） へ の 磁 場 が 及 び 、 こ れ に よ り 、 前 記 Ｎ

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-200745 A 2004.7.15



極 部 ９ ａ に 対 し て は 、 振 動 板 ３ の 裏 側 方 向 に 向 か う 電 磁 力 が 作 用 す る 。 ま た 、 前 記 右 側 に
配 設 さ れ た コ イ ル ８ ａ に お け る Ｓ 極 部 １ ０ ａ を 流 れ る 電 流 に は 、 外 部 か ら 前 記 永 久 磁 石 ６
の 方 向 （ 図 ３ に お い て 左 方 向 ） へ の 磁 場 が 及 び 、 こ れ に よ り 、 前 記 Ｓ 極 部 １ ０ ａ に 対 し て
は 、 振 動 板 ３ の 表 側 方 向 に 向 か う 電 磁 力 が 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
一 方 、 前 記 左 側 に 配 設 さ れ た コ イ ル ８ ｂ に お け る Ｎ 極 部 ９ を 流 れ る 電 流 に は 、 前 記 永 久 磁
石 ６ か ら 外 部 の 方 向 （ 図 ４ に お い て 右 方 向 ） へ の 磁 場 が 及 び 、 こ の と き 前 記 右 側 に 配 設 さ
れ た コ イ ル ８ ａ と は 反 対 方 向 に 電 流 が 流 れ て い る の で 、 こ れ に よ り 、 前 記 Ｎ 極 部 ９ ｂ に 対
し て は 、 振 動 板 ３ の 表 側 方 向 に 向 か う 電 磁 力 が 作 用 す る 。 ま た 、 前 記 左 側 に 配 設 さ れ た コ
イ ル ８ ｂ に お け る Ｓ 極 部 １ ０ ｂ を 流 れ る 電 流 に は 、 外 部 か ら 前 記 永 久 磁 石 ６ の 方 向 （ 図 ４
に お け る 左 方 向 ） へ の 磁 場 が 及 び 、 こ れ に よ り 、 前 記 Ｓ 極 部 １ ０ ｂ に 対 し て は 、 振 動 板 ３
の 裏 側 方 向 に 向 か う 電 磁 力 が 作 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
す な わ ち 、 前 記 各 コ イ ル ８ ａ ， ８ ｂ に お け る Ｎ 極 部 ９ ａ ， ９ ｂ と Ｓ 極 部 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ と
に は 、 振 動 板 ３ の 表 側 方 向 と 裏 側 方 向 と い う 逆 方 向 の 電 磁 力 が 作 用 し 、 こ れ に よ り 前 記 振
動 板 ３ の う ち 前 記 右 側 の コ イ ル ８ ａ の Ｓ 極 部 １ ０ ａ に 接 す る 部 分 お よ び 前 記 左 側 の コ イ ル
８ ｂ の Ｎ 極 部 ９ ｂ に 接 す る 部 分 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 前 記 各 コ イ ル ８ ａ ， ８ ｂ の 振 動 に
と も な い 表 側 方 向 に 振 動 す る 。 一 方 、 前 記 振 動 板 ３ の う ち 前 記 右 側 の コ イ ル ８ ａ の Ｎ 極 部
９ ａ に 接 す る 部 分 お よ び 前 記 左 側 の コ イ ル ８ ｂ の Ｓ 極 部 １ ０ ｂ に 接 す る 部 分 は 、 前 記 各 コ
イ ル ８ ａ ， ８ ｂ の 振 動 に と も な っ て 裏 側 方 向 に 振 動 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 こ の と き 前 記 振 動 板 ３ の 周 縁 部 分 も 、 前 記 各 コ イ ル ８ ａ ， ８ ｂ の Ｎ 極 部 ９ ａ ， ９ ｂ
に 接 す る 部 分 と 前 記 Ｓ 極 部 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ に 接 す る 部 分 の 振 動 が 伝 達 さ れ 、 連 接 さ れ て い
る 弾 性 部 材 １ ３ の 弾 力 性 に よ り 振 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の よ う に 前 記 振 動 板 ３ は 、 Ｎ 極 部 ９ ａ ， ９ ｂ に 接 す る 部 分 と Ｓ 極 部 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ に 接
す る 部 分 と が 各 支 点 部 材 ５ を 支 点 と し て 逆 方 向 に 振 動 す る の で 、 前 記 振 動 の 角 度 を そ の 中
央 部 の 方 向 に 対 し て 大 き く す る こ と が で き る 。 そ し て 、 前 記 電 気 音 響 変 換 装 置 １ は 、 前 記
振 動 板 ３ を そ の 中 央 部 分 に お い て 大 き く 振 動 さ せ 、 こ れ に よ り 音 声 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 電 気 音 響 変 換 装 置 １ は 、 前 記 各 コ イ ル ８ ａ ， ８ ｂ に お け る Ｎ 極
部 ９ ａ ， ９ ｂ と Ｓ 極 部 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ と に お い て 逆 方 向 に 振 動 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 振
動 板 ３ に お け る 各 Ｎ 極 部 ９ ａ ， ９ ｂ に 接 す る 部 分 と 各 Ｓ 極 部 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ に 接 す る 部 分
と を 前 記 支 点 部 材 ５ を 支 点 と し て 逆 方 向 に 振 動 さ せ る の で 、 前 記 振 動 板 ３ を そ の 中 央 部 分
に お い て 大 き く 振 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 前 記 支 点 部 材 ５ に お け る 前 記 振 動 板 ３ と の 当 接 面 が 円 周 面 状 ま た は 球 面 状 で あ る の
で 、 前 記 振 動 板 ３ に お け る 前 記 支 点 部 材 ５ と の 当 接 面 を 損 傷 す る こ と な く 、 さ ら に 例 え ば
前 記 支 点 部 材 ５ の 当 接 面 が 平 面 状 で あ る の と 比 較 し て 振 動 板 ３ の 角 度 を そ の 中 央 部 分 に 向
け て よ り 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 、 前 記 各 コ イ ル ８ ａ ， ８ ｂ の う ち 前 記 永 久 磁 石 ６ に お け る 内 側 に 配 置 さ れ た 極 に 近
接 す る 部 分 （ 本 実 施 形 態 に お い て は 、 前 記 右 側 の コ イ ル ８ ａ に お け る Ｓ 極 部 １ ０ ａ と 前 記
左 側 の コ イ ル ８ ｂ に お け る Ｎ 極 部 ９ ｂ ） が 同 じ 方 向 （ 本 実 施 形 態 に お い て は 表 側 方 向 ） に
振 動 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 前 記 各 コ イ ル ８ ａ ， ８ ｂ の う ち 前 記 永 久 磁 石 ６ に お け
る 外 側 方 向 に 配 置 さ れ た 極 に 近 接 す る 部 分 （ 本 実 施 形 態 に お い て は 、 前 記 右 側 の コ イ ル ８
ａ に お け る Ｎ 極 部 ９ ａ と 前 記 左 側 の コ イ ル ８ ｂ に お け る Ｓ 極 部 １ ０ ｂ ） が 同 じ 方 向 （ 本 実
施 形 態 に お い て は 裏 側 方 向 ） に 振 動 す る よ う に な っ て い る 。 こ の た め 、 前 記 振 動 板 ３ を よ
り 大 き く 振 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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さ ら に ま た 、 前 記 電 気 音 響 変 換 装 置 １ は 、 振 動 板 ３ の 周 辺 部 分 の 振 動 が 規 制 さ れ ず に 、 前
記 弾 性 部 材 １ ３ の 弾 力 性 に よ っ て 前 記 振 動 板 ３ の 周 辺 部 分 を 含 む 全 体 を 振 動 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
し た が っ て 、 前 記 電 気 音 響 変 換 装 置 １ は 、 前 記 振 動 板 ３ を そ の 中 央 部 分 に お い て 大 き く 振
動 さ せ る こ と が で き る の で 、 こ れ に よ り 高 い 音 圧 の 音 も 出 力 す る こ と が で き 、 こ の 結 果 広
い 領 域 の 音 圧 の 良 好 な 音 を 出 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 前 記 電 気 音 響 変 換 装 置 １ は 、 前 記 振 動 板 ３ の 全 体 を 振 動 さ せ る こ と が で き る の で 、
前 記 振 動 板 ３ の 中 央 部 の 方 向 に 対 し て よ り 振 動 の 角 度 を 大 き く す る こ と が で き 、 よ り 高 い
音 圧 の 音 を 出 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
な お 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 必 要 に 応 じ て 種 々 変 更 す る こ と
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
例 え ば 、 本 実 施 形 態 に お い て は 電 気 音 響 変 換 装 置 １ と し て ス ピ ー カ を 用 い て 説 明 し た が 、
こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 前 記 電 気 音 響 変 換 装 置 １ を マ イ ク ロ ホ ン と し て 用 い る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 振 動 板 ３ や 永 久 磁 石 ６ 、 さ ら に は 支 点 部 材 ５ や コ イ ル ８ 等 の 形 状 は 本 実 施 形 態 の 形
状 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 に 係 る 電 気 音 響 変 換 装 置 に よ れ ば 、 振 動 板 を そ の 中 央 部 分 に お
い て 大 き く 振 動 さ せ る こ と が で き る の で 、 こ れ に よ り 高 い 音 圧 の 音 も 出 力 す る こ と が で き
、 こ の 結 果 広 い 領 域 の 音 圧 の 良 好 な 音 を 出 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 他 の 電 気 音 響 変 換 装 置 に よ れ ば 、 振 動 板 の 全 体 を 振 動 さ せ る こ と が で
き る の で 、 振 動 板 の 中 央 部 の 方 向 に 対 し て よ り 振 動 の 角 度 を 大 き く す る こ と が で き 、 よ り
高 い 音 圧 の 音 を 出 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
さ ら に 、 本 発 明 に か か る 他 の 電 気 音 響 変 換 装 置 に よ れ ば 、 前 記 振 動 板 に お け る 前 記 支 持 部
材 と 当 接 す る 面 の 損 傷 を 防 止 す る こ と に よ り 、 長 寿 命 化 を 図 る こ と が で き る と と も に 、 振
動 板 の 全 体 を 振 動 さ せ る こ と に よ り 、 振 動 板 の 中 央 部 の 方 向 に 対 し て よ り 振 動 の 角 度 を 大
き く す る こ と が で き 、 よ り 高 い 音 圧 の 音 を 出 力 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 電 気 音 響 変 換 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 に よ る 断 面 図
【 図 ３ 】 図 ２ の 右 側 の 磁 石 お よ び コ イ ル の 詳 細 を 示 す 拡 大 図
【 図 ４ 】 図 ２ の 左 側 の 磁 石 お よ び コ イ ル の 詳 細 を 示 す 拡 大 図
【 図 ５ 】 図 １ の 振 動 板 が 振 動 す る 動 作 を 示 す 断 面 図
【 図 ６ 】 従 来 の 電 気 音 響 変 換 装 置 の 一 例 を 示 す 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 電 気 音 響 変 換 装 置
３ 　 振 動 板
５ 　 支 点 部 材
６ 　 永 久 磁 石
８ ａ ， ８ ｂ 　 コ イ ル
９ ａ ， ９ ｂ 　 Ｎ 極 部
１ ０ ａ ， １ ０ ｂ 　 Ｓ 極 部
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１ ２ 　 基 体
１ ３ 　 弾 性 部 材

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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